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　安全なスポーツ環境の構築に向けた緊急対応計画（以下：EAP）の作成をトレーナー教育として行った．学生が
EAPを作成することによって，EAPに関する知識を深め作成能力を高めることが期待できる．学生がEAPの作成を
経験することで，スポーツ現場で救急対応を実践できる能力を育み，安全なスポーツ環境を構築する人材の育成に
繋がる．本教育の課題として，EAPの実用性があげられたことから，今後の教育で改善していきたい．
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１．はじめに

　スポーツ現場で発生する外傷は，軽症から重症なも

のまで様々である．万が一，外傷が発生した場合には

適切かつ迅速な救急対応をとらなければ，外傷の悪化

や後遺症の残存，競技活動を断念せざるを得なくな

り，最悪の場合死に至る可能性もある．東京マラソン

中に起きた心停止の発生に関する報告1）では，約42万

3千人の参加者のうち11名が走行中に突然倒れて，一

時的に心肺停止に陥っているものの，迅速かつ適切な

救急対応によって全員が救命されている．従って，ス

ポーツ現場で外傷や事故が発生した事態に備えて，ト

レーナーなどの専門家の配置や救急物品の準備を行い，

万が一の時に備えて適切かつ迅速な救急対応を実施で

きるようにすることがスポーツ現場では重要である．

　スポーツ現場で事故が発生した時に，どのような手

順で誰が何を行うのか救急対応の流れや役割を決め

て，事故発生時に備えて救急対応をあらかじめ計画し

ておくことが重要である．これを緊急対応計画（以下，

EAP；Emergency Action Plan）といい，スポーツ活

動を行う際には必ず作成し，関係者に周知しておくこと

が重要である．このEAPには，緊急時の連絡先，救急

隊の誘導経路，近隣の医療機関リスト，救急物品リスト，

緊急時のフローチャートなどが記載されている．清水ら2）

は，EAPを作成する際のポイントを解説しており，スポ

ーツ現場におけるEAPの普及と併せてトレーナーを志

す学生に教育を実施している．日本スポーツ協会公認

アスレティックトレーナー（以下；JSPO-AT）は，スポ

ーツ現場で発生した外傷に対して，医療従事者に引き

渡すまでの救急対応を実施する3）．そのためトレーナー

を志す学生がEAPを作成できる能力を育むことは，ス

ポーツ現場での救急対応や安全管理を実践できるトレ

ーナーを育成するために必要である．しかしながら，こ

れまでEAPの作成について教育を行なった報告は少な

く，教育事例を報告することはトレーナー教育の発展に

繋がると考えられる．

　今回，安全なスポーツ環境の構築に向けたEAPの

作成をトレーナー教育として行ったため，その成果や

課題について報告する．

２．方法

　○対象

　　本教育では，学生がトレーナー活動をしている運

動部におけるEAPを作成した．対象となった運動部

は，男子サッカー部，ラグビー部，硬式野球部，レス

リング部，体操競技部，水泳部，男子バレーボール部，

女子バレーボール部の計8運動部であった．各運動部

でトレーナー活動している学生は，男子サッカー部（2

年生1名），ラグビー部（4年生1名，3年生1名），硬式

野球部（4年生1名，2年生1名），レスリング部（3年

生1名），体操競技部（4年生1名，2年生1名），水泳部

（4年生1名），男子バレーボール部（3年生1名，2年生

1名），女子バレーボール部（3年生1名）であり，ト

レーナー活動する学生が各運動部のEAPを作成した．

本学の運動部でトレーナー活動する学生は，すべて学

生トレーナー部に所属しているため，学生トレーナー

部の教育として実施した．

　○EAP作成方法

　　EAPは2022年7月から作成を開始した．EAPには，

救急隊誘導経路，AEDの設置場所，救急物品保管場所，

救急物品リスト，救急対応フローチャート，近隣病院

リスト，緊急時連絡網を記載することとし，学生が作

成した．EAPの作成にあたって，教員がEAP作成フ

ォーマットを作成し，学生に配布した．EAP作成フ

ォーマットは，マイクロソフトエクセルを用いて作成

した．学生が作成したEAPは，教員が確認し，記載

内容や体裁などについて指導した．EAPは2022年９

月に完成し，ラミネートを行い，学生に配布した．

　○アンケート調査

　　EAPの作成と活用について，2023年2月にアン

ケート調査を実施した．アンケートは，8運動部12名

の学生に対して行い，8運動部10名からの回答を得た．

アンケート内容はEAPを作成して学習したことにつ

いて自由記述式で収集した．またEAPの活用につい

てのアンケートには，Google formsを用いて選択式で

収集し，単純集計した．

３．結果・考察

　○EAPと安全なスポーツ環境の構築について

　　本教育では，安全なスポーツ環境の構築に向けて

各運動部での事故に備えたEAPを作成したことから，

万が一の際には迅速な救急対応を実施するための準備

ができたと考えられる．笠原ら4）は，競技で起こりや

すい外傷を把握し，競技の特性に応じた救急物品の準

備や救急体制の構築，EAPの作成が重要であると述

べている．本事例でも，共通したEAPを作成するので
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はなく，運動部ごとにEAPを作成したことから，各

競技の特性に応じたEAPであったと考えられる．

　○EAPの活用について

　　EAPの活用について，アンケートの結果を表1に

示した．「EAPの内容はどれくらい把握できているか」

の質問について，「全て把握できている（5名,50.0%）」

もしくは「少し把握できている(5名,50.0%)」のいず

れかに回答しており，学生はEAPの内容を把握でき

ていた．事故が発生した際にはEAPに則って救急対

応ができる準備ができていたと考えられる．

　　「EAPは指導者や選手と共有しているか」の質問

については，「共有している」と回答した者は20.0%（2

名）であり，「どちらとも言えない(5名,50.0%)」や「共

有していない(3名,30.0％ )」と回答した者の方が多か

った(表1)．学生トレーナーは，EAPについて把握し

ているものの，指導者や選手はEAPについて把握し

ていない可能性があることが考えられた．事故発生時

表 1 EAP の活用に関するアンケート

には，トレーナーのみで救急対応する場合もあるもの

の，指導者や選手の協力を得て救急対応する状況もあ

る．そのため，トレーナーのみがEAPを把握してい

るのではなく，指導者や選手にもEAPの内容につい

て把握してもらうことが必要と考えられる．EAPを

作成したのち，指導者や選手にもEAPの内容を把握

してもらえるように学生に指導することが必要である

と考えられる．

　　「学外活動のEAPはあるか」の質問については，

「ない」と回答した者が90.0%(9名)であり，多くの運

動部において学外で活動する際のEAPがないことが

明らかとなった(表1)．運動部が活動するのは，学内

だけでなく学外での活動もあることから，学外で事故

が発生した時のために学外活動用のEAPを準備して

おくことが必要であると考えられる．本教育では学内

での事故発生を想定してEAPを作成していることか

ら，今後は学外活動用のEAPの作成に取り組んでい

きたい．

　○EAPとトレーナー教育について

　　本教育では，安全なスポーツ環境の構築に加えて，

学生のEAP作成能力を高めることを目的に学生自らが

EAPの作成を行った（図1）．学びの定着を示したラー

ニングピラミッド５）によれば，「講義」や「デモンスト

レーション」などのパッシブラーニングよりも，「自ら

体験する」アクティブラーニングの方が高い学習効果

図 1 学生が作成した EAP の一例
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が得られるとされている．学生自らEAPの作成を経験

できたことは，救急対応に向けた事前準備などに必要

な知識について学習することができ，将来のトレーナ

ー活動に向けて貴重な学びとなったと考えられる．

　　EAPの作成を通じて学習したことについて，アン

ケートの結果を表2に示した．学生Dは，「迅速に対応出

来るよう経路を考え，救急隊の方が分かりやすい場所

にスタッフを配置して誘導するかを考慮すること」と記

載していた．事故が発生してから，救急隊が迅速に現

場に到着できるように誘導経路や誘導スタッフの配置

場所を考えることは，迅速な二次救命に繋げるために

重要である．学生自らが，これらについて実践的に考え

ることができた経験は，教育としての高い意義があると

考えられる．また学生Fは，「選手，スタッフを含めて

緊急時対応に対する情報共有を定期的に実施していく

きっかけとなってよかったと思います」と記載していた．

事故発生時には，緊急時の対応について組織内で情報

を共有し，共通の理解を得ておくことが迅速な救急対

応に繋がる．学生自らがEAPを作成し，緊急時の対応

方法を運動部内でマネジメントした経験は，教育として

の高い意義があると考えられる．このような学習や経験

を積めたことは重要であり，スポーツ現場におけるEAP

の作成や救急対応を実践できるトレーナーの育成に繋

がっていると考えられる．そして学生Gは，「普段使用

している場所でも，構造やその場所仕様で知らないこ

とがあり，実際に見て確認する重要性を学んだ．」と記

載していた．EAPを作成する際には，階段の有無やド

アの開き方，出入り口の広さ，誘導経路上に設置されて

いるセキュリティポールの有無，救急車を停車させる位

置など実際に確認して作成することが重要である．こ

れは，ただ単にEAPを作成するだけではわからないこ

とも多く，直接現場を確認しながら実際の状況を想定し

て作成することが必要で，このような経験が積めたこと

は，教育としての高い意義があると考えられる．

　　以上のように学生自らEAPを実際に作成したこ

とで得た学びや経験は，貴重である．このような学び

や経験は，実際にEAPを作成することによってのみ

得ることができるため，安全なスポーツ環境を構築で

きるトレーナーを育むためには必須である．

４．EAPの課題

　○EAPの内容の評価

　　本教育では，EAPに救急隊誘導経路，AEDの設

置場所，救急物品保管場所，救急物品リスト，救急対

応フローチャート，近隣病院リスト，緊急時連絡網を

記載した．津賀ら6）は，村田ら7）が考案したEAPの評

価項目に基づいて，運動部活動におけるEAPの評価を

行っている．本教育で作成したEAPを，津賀ら6）の評

価項目に基づいて，評価した結果を表3に示す．表3

の評価項目をみると，「EAPのタイトル」「活動場所の

地図」「活動場所の住所」「個人・保護者の情報」「119

番通報の確認」「活動場所からAEDまでの所要時間」

「傷病者の経過観察記録」「救急病院までの距離と所要

時間」に関する記載が本教育で作成したEAPにはなか

った．本教育で作成したEAPは，重度の外傷や事故が

表 2 EAP を作成して学生が学習したこと

表 3 先行研究の EAP 評価項目に基づく本教育事例での EAP 評価
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発生した際に，救急隊を要請してから迅速に医療従事

者に引き継ぐことを想定して作成している．その点を

踏まえると，本教育で作成したEAPの内容は十分であ

るものの，「活動場所の住所」「個人・保護者の情報」

「119番通報の確認」「傷病者の経過観察記録」といっ

た内容が追記されれば，質の高いEAPの作成に繋がる

と考えられる．「活動場所の住所」については，救急

隊を要請する際に場所を明確に伝えることで，救急隊

も容易に現場に到着することができる．また「個人・

保護者の情報」については，あらかじめ個人や保護者

の情報を整理しておくと，救急隊への傷病者の引き継

ぎに時間を要することがなくて済む．そして「119番

通報の確認」では，重度の外傷や事故が発生した場合

は一刻を争う事態であるため，誰が救急隊を要請した

のか確認できることで，救急隊要請の連絡ミスなどを

防ぐことができる．さらに「傷病者の経過観察記録」

では，傷病者の状態の発生から経過を記録しておくこ

とで，救急隊に適切かつ迅速に説明することができる

ため，救急隊への引き継ぎにかかる時間を短縮するこ

とができる．以上のように，本教育で作成したEAPに

記載されていなかった4つの項目は，救急隊を要請し

てから医療従事者に引き継ぐまでの時間を短縮するた

めに必要であるため，今後はこの点を踏まえてEAPを

修正し，より良いEAPを作成したい．

　○EAPの実用性

　　本教育で作成したEAPは，重度の外傷や事故が

発生したことを想定し，救急隊を要請してから医療従

事者に迅速に引き継ぐことを重要視して作成を行って

いる．しかしながら，作成したEAPが緊急時に迅速

かつ適切な救急隊への引き継ぎに効果的であるのかは

不明である．従って，今回作成したEAPの実用性に

ついて検証することが必要であり，そのためには各運

動部での救急対応事例を蓄積し，EAPを活用して良

かった点や課題などを振り返ることで実用性を検証す

ることが必要であると考えられる．

５．まとめ

　安全なスポーツ環境の構築に向けたEAPの作成を

トレーナー教育として行った．

　EAPを作成することで安全なスポーツ環境の構築

に繋がり，さらには学生自らが作成することで，EAP

の作成方法や作成する上でのポイントなど高い学習効

果が期待できる．しかしながら，EAPに記載する内

容や実用性について課題は認められることから，今後

は課題を改善して質の高いEAPを作成するのと同時

に，実用性を検証したい．
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